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Abstract
This study focuses on the intercultural attitudes of Japanese students. The number of foreign-
ers in Japan has increased year after year, and it is expected that there will be more opportu-
nities for Japanese to have contact with people from different cultural backgrounds than ever. 
The aim of this study is to investigate the “Intercultural receptive attitude” of Japanese junior 
high school students and its effect factors. The intercultural receptive attitude differs from 
intercultural adaptation on the minority side such as outsiders or sojourners. It indicates the 
attitude on the majority part toward people with different cultures.
The writer conducted a survey on junior high school students’ attitudes toward foreigners and 
some influential factors in a local city in Aichi prefecture in February, 2007. This study ana-
lyzed 251 subjects and found that students have a certain amount of the intercultural receptive 
attitude. There are some influential factors such as kindness without bias, interests in foreign 
cultures, impressions of foreigners, interests in English language and interests in foreign lan-
guages spoken in Japan. The writer concluded that junior high school students’ attitudes have 
a much simpler structure than the attitudes of older people, which can consist of two factors 
as was shown in her previous study and that the students’ impressions of foreigners and their 
appreciation of human diversity have a great influence on their attitudes.
1　研究の目的と背景
　本研究は、愛知県内の一中学校の生徒を対象に、日本に居住する異文化の
　論　文
■名古屋外国語大学現代国際学部　紀要　第6号　2010年3月
中学生の外国人に対する態度意識と影響要因
―一地域における実証的事例調査より―
Attitudes toward foreigners and effect factors of  
Japanese junior high school students:
A case study and its empirical analysis in a local city
安達理恵
Rie Adachi
256 257
人々に対する態度（異文化受容態度）と、これに関係があると予測された、
個人の性格、外国人との接触経験、異文化や外国語に関する学習経験、外国
人の印象などの要因について調査し、異文化受容態度とこれらの要因との関
係について実証的に分析するものである。本調査は、一地域における中学生
の態度を対象としていることから、結果を一般化することはできないが、一
事例として提示することで、中学生の異文化の人に対する意識についての傾
向を明らかにし、またその結果に基づき、異文化理解教育の必要性について
考察することも目的としている。
　日本国内の外国人登録者数は年々増加しており、今後もより一層増えるこ
とが予想される。法務省（2009）によると、平成20年末現在における外国人
登録者数は221万7426人となり、過去最高記録を更新した。ここ数年ブラジル
などの南米や中国などのアジア系を中心に増加傾向が著しく、外国人登録者
数が200万人を超えた2005年度末以降も増加は続き、平成10年末に比べると、
10年間で外国人登録者数は約70万人増加し、おおよそ1.5倍になっている。さ
らに、外国人と日本人との間に生まれる子どもや、日本生まれの外国人労働
者の子どもも増加しており、これらに加えてトランスナショナルな移動を頻
繁にする日本人や、国外に長期間滞在する日本人も増加している。
　人の移動では国際化が進んだ今日ではあるが、島国という地理的環境や鎖
国という歴史的環境もあり、日本人の国民性としては、同質性・閉鎖性が未
だに指摘されており、異文化の人に対する社会の受け入れ態勢は十分養われ
ているとは言い難い。また、多言語・多文化化も徐々に進展しているが、そ
の進行状況には、地域による偏りも見られる。外国人が急速に集住して外国
人コミュニティが生まれる地域がある一方で、異文化の人々との接触はそれ
ほど多くない地域もある。しかし現在の中学生が社会に出た際には、より一
層、異文化的背景を担う人々との接触の機会は増大するのは明らかであり、
学校教育の場において、多様性に対する姿勢を培い、来るべき多文化共生社
会を意識した教育が必要となると考えられる。
　このような状況から、日本における異文化接触研究もますます重要となっ
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ている。近年の異文化接触研究は、多様な研究主体、多様な方法により、活発
に行われるようになってきた。しかし、これまでの研究においては、外国へ
日本人が行った際の現地文化への、もしくは外国人留学生の日本文化への異
文化適応研究が多い特徴がある。つまり少数派である移動側を主体とした研
究である。しかし、異文化接触では、多数派のホスト社会と少数派の国境移
動者の、双方の態度がお互いに影響を及ぼし合って関係が構築される。異文
化接触のメカニズムを解明するには、多数派側にも焦点をあてた研究も不可
欠と言えよう。本研究では、ホスト側にある日本人の外国人に対する態度・
意識を研究対象とすることで、異文間コミュニケーションの在り方を考える
上での新しい理論的枠組みを提供しようとするものである。
2　異文化受容態度とは
　本稿で述べる異文化受容態度とは、少数派を主体とするホスト社会への適
応を対象とする異文化適応とは異なり、ホスト社会を主体とし、それとは異
なった文化的背景をもつ人々を客体とした、受け入れ態度を指すものであ
る。異文化受容は、異文化適応と異なり主体の異動を伴わず、海外へ行く機
会のない者でも、必要となるものであり、どのように異文化の人々と向き合
うかを主題とする。
　日本人の異文化の相手に対する態度や意識について、実証的に調査したも
のには、イメージ調査か、もしくは箕浦（1991）の在米日本人のアメリカ社会
への異文化適応を対象とした研究、つまり、少数派の一時滞在者（sojourners）
のホスト社会への適応を対象とした研究が多い。他方、ホスト側（この場合
日本人）の異文化の受け容れ態度に関する実証的な学術研究は、筆者の知る
範囲では、塘（1999）を除きほとんどない。塘は、「皆とは同一の集団志向的
な行動をとらない子供の行動」（pp.34-35）に対してそれを受容する子どもの
態度を調査している。したがって、塘は、学校という特定の場において、異
文化的な行動を取る子どもを対象としており、必ずしも異文化出身の相手を
想定しているわけではない。
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　本稿で述べているような異文化受容は、これまでほとんど研究の対象とは
されなかったため、当然定義もされてはいない。但し、異文化のモノを対象
とした異文化受容についての考察や受け入れシステムに関する論考はあった
が、受容の過程はモノと人では大きく異なると考えられる。日本では比較的
容易に異文化のモノは受容されやすいとされてきた。これについて、例えば
小坂井（1996, pp.200-203）および平野（2000, p.58）では、異質なモノは日本
文化に受容される際に、変容したり、必要なモノのみ選択・再構築した上で
受容されているのであって、決して異質なモノがそのまま受け入れられてい
るわけではなく、日本文化自体にはあまり大きな影響を及ぼさない形で受容
していることを指摘している。
　一方、異文化の人の場合は、態度や行動の変容を相手に一方的に求めるこ
とは困難である。また、異文化の人と対等な関係性を構築するためには、ホ
スト社会側にも、ある程度の態度変容は求められると考える。安達（2006）
では、このような共生を目指した「異文化受容態度」について、「多数派とな
る受け入れ側が、外国人を始めとして異文化的背景を持つ人々に対して、“相
手の立場を尊重し、より理解に努め、双方が社会的に等しい立場で関わろう
とする共感意識を持つ態度”」とした。そしてこの態度について分析したとこ
ろ、外国人との接触に好意的・積極的な態度を表す「外国人接触積極性」と
地域での社会的受け入れに促進的な態度を示す「社会的受け入れ促進性」の
2つの因子を見出した。
　このような異文化受容態度のあり様については、Berry, Poortinga, Segall, 
and Dasen（1992）の文化変容（acculturation）モデルが参考になる。Berry
らは、少数派が異文化に適応する際の文化変容のタイプ（varieties）を、2
つの課題（issues）によって4つに分けた。課題とは、①自己の文化アイデン
ティティーと特徴を維持することは価値があるかどうか、②他のグループと
の関係を維持することは価値があるかどうか、である。①、②共に yes は統
合、①は no で②は yes は同化、①に yes で②は no は分離、①、②共に no
は周辺化とした。そこで、Berry らを参考にして異文化受容態度の有り様を、
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①異なるグループの人の文化の存在を認められるか、②異なるグループの人
と関係をもつことは価値があるとみなすか、の2つの課題を設定して考察し
てみた。その結果、Table1のような、共生（co-living）、合併（merger）、傍
観者（bystander）、排除（exclusion）の4タイプが考えられた。
　国内の外国人数増加に伴い、異文化間接触の機会もますます増えているこ
とから、これからの研究ではホスト社会側の受容態度にも焦点を当てる必要
がある。ホスト社会という立場にある日本人は、異文化の相手の存在を認め
るだけでよいのか（傍観者）、それとも相手と関わりながら日本文化への統合
を促すだけでよいのだろうか（合併）。あるいは移動側、ホスト側の双方が
関わりながら、相手の存在を認め合う関係性（共生）を目指すべきなのか。
異文化受容態度のあり様について考察することは社会への問いかけにもなろ
う。
3　異文化受容態度に関する先行研究について
　日本人の異文化の相手に対する態度を対象とした調査は、意識調査に類す
るものであればいくつか実施されている。例えば中西（1991, pp.127-150）で
は、日本人に必要な国際的資質となるキーワードをリストアップし、海外生
活体験者・未体験者ら（1799人）に、どれが重要かを尋ねる調査を行ってい
る。その結果、必要な資質として①自分の意見を持つ（自己確立）、②自分の
意見を気負うことなく明確に伝える（コミュニケーション能力）、③外国人で
Table1：2つの課題で分けた異文化受容態度の4タイプ
①異なるグループの人の文化の存在を認
められるか
Is it considered to admit the existence 
of native culture of other groups?
Yes No
②異なるグループの人と関係をもつこと
は価値があるとみなすか
Is it considered to be of value to have 
relationships with other groups?
Yes
共生
co-living
合併
merger
No
傍観者
bystander
排除
exclusion
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ある相手、及びその背景にある異文化を理解する、④差別偏見を持たず、人
権を尊重する、の4つを挙げている。また野澤（1991）では、臨床心理の専門
家により作成された異文化適応に重要な能力を診断する異文化適応性診断テ
ストを、一般大学生を対象に実施している。その結果、人文系大学生の方が
理工系大学生より若干異文化適応能力高いことを示した。しかし、いずれも
理想的な「適応型」には差があるとし、大学レベルにおけるカリキュラムの
改善などを提案している。
　安達（2005）も同様に、愛知県の大学生（112人）を対象に外国文化の日
本への流入に対する意識、および在日外国人に対する態度意識などを調査し
た。例えば、「在日外国人が増加する現状をどのように思うか」との問いに
は、「より積極的に受け入れ」が36％と最も高く、「増えていることに賛成」
の29％と合わせると、実に3分の2近くの大学生が増加に好意的な意識を示し
た。一方、受け入れに「絶対反対」は2％、「あまり好ましくない」も4％と、
反対はごく少数であることから、外国人の移入を肯定的に捉えている大学生
が多い結果となった。また「近所の外国人とのどのような付き合いを望むか」
でも、「できるだけ親しく」と「できる範囲で話を聞く」が合わせて93人と8
割以上だったことから、大学生は意識上では異文化の受け入れに対して積極
的と考えられた。但し、これらはあくまで意識レベルであり、実際に直面し
た場合にはまた異なる対応をとることも考えられる。
　在住外国人に対する意識調査では、例えば鐘ヶ江（2001, pp.32-35）では、
住民の外国人労働者に対する意識調査を行っている。それによると、アメリ
カ人についてはプラス傾向が強いのに対し、中国人とフィリピン人は、「働き
もの」を除いてはおおむねマイナス傾向が強いなど、相手の外国人の出身国
によって抱くイメージが異なることを示している。また朝日新聞社総合研究
センター（2000）・朝日新聞（2000）では、外国人労働者について全国世論
調査を行っている。外国人増加についての意識調査結果では、「日本経済に
貢献」が11％、「日本の国際化や外国との相互理解に役立つ」の46％を合わ
せると57％となり、一方、「言葉や生活習慣の面で日本の社会になじまない」
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の12％と「深刻な社会問題になる」の21％を合わせた否定的な回答は33％と
なり、肯定的回答がより多いことから、1989年の世論調査より外国人受け入
れが前向きになっていることを示した。
　この一方、日本人と外国人を対象に国際化の推進施策を目的として調査し
た、愛知県（2008）の県民意識調査のように、後退の兆しもみえるものもあ
る。例えば外国人が増えていくことをどう思うかについては、日本人（回答
者1094人）の結果では、「治安悪化の可能性があり、望ましくない」が31.1％
で最も多く、一方、「外国の言葉・文化・習慣を知る機会が増えるので、望ま
しい」は16.4％となっており、否定的な回答を合わせたものは、前回調査と
比べて27.0ポイント増加、としている。また「多文化共生」の認知度につい
ては、「ある」が39.7％、「ない」が57.2％となっており、一般に浸透しきって
いるとは言えない。さらに、在住外国人とのトラブルについては、「マスコミ
等を含めトラブルの話しを聞いたことがある」が47.3％で最も多く、直接的
なトラブルを体験するというよりむしろ、外国人に関するマイナスのイメー
ジ情報を聞くことが多いという点が浮彫りにされている。
　異文化受容態度について、これに近い理論的概念を述べた先行研究として
は、Gudykunst and Kim（2003, pp.370-371）のホスト社会の受容力（host 
receptivity）が該当すると考えられ、さらにこれに加えて順応への圧力
（conformity pressure）も影響すると考えられる。Gudykunst and Kim で
は、異文化適応過程では、ストレンジャーの適応素質だけでなくホスト社会
の条件も影響するとし、環境要因としていくつかの条件を挙げている。ホス
ト社会の受容力はそのうちの一つであり、ストレンジャーに対するオープン
ネスや受容を示す態度と述べている。また順応への圧力とは、現存する文化
基準や価値にストレンジャーが順応する、ホスト社会の期待の程度を指す。
つまり、ホスト社会の受容力に順応への圧力を加味したものが異文化受容態
度になると考えられる。Gudykunst and Kim も認めるように異文化接触に
おいては双方の態度が関係性に影響すると考えられる以上、ストレンジャー
などのグループ外部者に適応を一方的に求めることを前提とした、適応過程
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だけでは、異文化間コミュニケーションの有り様は十分には解明し難いであ
ろう。
4　異文化受容態度の測定について
　異文化間接触の尺度について考える時、例えば Gudykunst（1998, pp.205-
244）のコミュニケーション能力の3要素（motivation, knowledge, skill）は有効
と考えられる。但し、これは、コミュニケーション能力のある者“competent 
communicators”となることを想定しており、多くの異文化適応理論がそうで
あるように、異文化の相手とうまく意思疎通を図る能力の有無を主題にした
ものである。一方、異文化受容では、ホスト側にある人は必ずしも相手に合わ
せる必要はないため、能力という概念とはやや異なる。また異文化適応では
相手の文化はホスト社会文化一つに限定されるが、異文化受容の場合は相手
の文化は様々である。そもそも石井、遠山、久米（2001, pp.117-119）が指摘
するように、Gudykunst の異文化間コミュニケーション理論はアメリカのよ
うな多民族・多文化社会をベースにしているが、日本では単一文化に近いた
め、一般的な人は民族についてあまり意識していない。また Gudykunst の指
すストレンジャーに相当する語は日本語にはなく、日本人にとっては、異文
化コミュニケーションの相手は「知らない人」とはかけ離れた特異な人であ
ることを指摘している。さらに西田、ガウラン（1996, pp.167-168）では、異
文化のコミュニケーション能力について、アメリカ人研究者はコミュニケー
ションは英語で行われることを前提としており、「英語を用いてするもの」と
いうことの問題性を指摘している。これらの知見に加えて、Gudykunst が述
べている異文化間コミュニケーション能力とは、基本的に理論であり、筆者
の知る限りにおいて、実際に異文化間コミュニケーション能力を客観的に尺
度化し、それと影響要因との関係を実証的に分析＊1した研究はまだない。
　以上のような状況を踏まえると、日本人の異文化受容態度を実証的に調査
するには、日本という文化的背景を前提とし、また、ストレンジャーではな
く明確に異文化の相手を想定した新たなモデルの提示が必要と考えられる。
262
中学生の外国人に対する態度意識と影響要因■
263
そこで安達（2006）では、ホスト社会側にある日本人の、異文化受容態度を
調査するため、小学生や大学生を対象に、質問紙によるアンケート調査およ
び、インタビューも一部の人々に実施した。そして量的分析においては、箕
浦（1991）のアメリカ同化深度＊2を参考に、以下のような異文化受容態度基
準を設定し、これに基づきアンケートの回答項目を作成した。
　① 日本人と外国人では異なるという認知がないか（子どもの場合）、異なる
という認知があるので、外国人とは関わろうとしないタイプ
　② 外国人は、日本人とは考え方や価値観が異なるという認知があり、日本
にいる以上、できるだけ日本に合わせるべき、と考えるタイプ
　③ 外国人は、日本人とは考え方や価値観が異なるという認知があり、合わ
せられないという面もあることは認めるものの、感情的に受け入れがた
い面があるので、親しくしようとはせず、傍観者的態度になるタイプ
　④ 外国人は、日本人とは考え方や価値観が異なるという認知があり、感情
的にも受け入れる気持ちがあるので、親しくはしようとする姿勢のある
タイプ
　⑤ 外国人は、日本人とは考え方や価値観が異なるという面を評価し、感情
的にもそういった違いを肯定的に捉えているため、外国人に自ら積極的
に関わり、理解し合おうとする姿勢のあるタイプ
　本研究における異文化受容態度も、この測定基準に従って調査することに
する。
5　調査について
5-1　分析の目的について
　本研究では、外国人に対する異文化受容態度を、対象を中学生に限定して
調査する。安達（2006）では、対象者の年齢層に幅があり、かつ各年代の人数
には違いが大きかった。そこで安達（2006）の調査対象地域とほぼ同じ地域
に在住する中学生の場合にも、同様の結果が得られるのか検証する。本研究
の目的は、まず①安達（2006）と比べ、中学生の異文化受容態度やその他の
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項目にはどのような特徴がみられるか検討する。また安達（2006）では、異
文化受容態度との関係が認められた影響要因として、「在日外国人の知人」、
「英語に対する関心」、「在日外国人の言語に対する関心」、「境界意識」、「多様
性評価」などの変数が見出された。そこで②中学生の異文化受容態度は、安
達（2006）の結果と同様の変数との関係がやはり認められるのか調査するこ
とにする。
5-2　調査方法と調査項目について
　調査は、2007年の2月に、安達（2006）と同じ、愛知県内のある都市におい
て、中学1年生＊3を対象にした質問紙調査を、学校の教師に依頼して行った。
アンケートは、各担任教師に授業時間の一部を割いて行って頂いたため、回
収率は100％である。アンケートの内容は添付資料の通りである。調査対象者
252人のうち、回答に不備のあった1名を除き、計251人が今回の分析対象と
なっている。
　アンケート項目は、安達（2006）において提示したモデルで、異文化受容態
度とある程度関係が認められた変数に加え、中学生という年代を考慮して再
度検証する必要があると判断した変数を選んだ。詳細は以下の通りである。
　① 性格に関する項目：自己自信、偏見の無い親切心、自己抑制、曖昧さの
寛容、知的好奇心、洞察力、社交性の7項目に、今回は意識レベルと実
際の行動レベルでは差異が生じるかどうか調査するため（安達、p.169）
「自律行動」を加えて8項目とした
　②異文化や外国との接触経験：5項目
　③異文化や外国語学習：4項目
　④外国人との関係意識：5項目
　⑤価値観・アイデンティティー：3項目
　以上の25項目を独立変数として設定している。一方、従属変数となる⑥異
文化受容態度は、中学生向けに対応状況を修正し、8項目を設定した。なお、
回答の選択肢は、性格項目は評定尺度法であるが、以外の変数は順序尺度で
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あり厳密には多変量分析は行えないが、先行研究となる安達（2006）の結果
からある程度の実証性はあると判断されたため、すべて5段階評定として入
力している。また、異文化受容態度の回答選択肢は、4節で述べた測定基準に
従って設定＊4した。これら総計33項目は Table2に示した通りである。
5-3　分析手順
　分析のアウトラインとしては、まず、（1）逆転項目は変換した後に、各項
目について項目分析を行い尺度としての妥当性を検討する。その後、（2）異
文化受容態度に関する6項目（8項目中3項目は同じ内容のため平均値を採用）
に対して因子分析を行い、得られた因子構造に対して、異文化受容態度尺度
として下位尺度を算出すると同時にその信頼性分析を行い、内的整合性を検
討する。そしてこの結果得られた主要な異文化受容態度尺度に対して、今回
は（3）性格、異文化や外国との接触経験、異文化や外国語の学習経験の各変
数との関係を相関分析により調査する。統計ソフトは SPSS（Ver.10.1）およ
び JavaScript-STAR ＊5を使用し分析を行った。
6　結果
6-1　項目分析
　各変数の平均値および分散を算出した結果を Table2に示した。まず異文
化受容態度は、異文化の人々に対する態度をさまざまな状況で尋ねている
が、このうち、態度1は値が高く（M=3.52）、また態度4は値が最も低かった
（M=2.82）。したがって、中央値の3と比べると、対象校の中学生は、外国人
転校生に対してはやや好意的な態度を示しつつも、概して積極的対応をする
とは言えず、外国人の友人からの批判に対しては否定的な態度を示しやすい
と考えられた。また態度6-1、6-2、6-3は、それぞれ相手の外国人をアメリカ
人、中国人、イラン人＊6に分けて尋ねたものであるが、被験者内分散分析の
結果、相手の国によって有意な差が認められ（F（2,492）=30.40, p<.01）、多重
比較の結果、アメリカ人は中国人、イラン人に比べ、いずれも有意に高い値
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を示した（p<.05）。これについては、年代別と国別で異文化受容態度を調査
した安達（2008）においても、小学生では国別に有意差が認められており、
小学生同様、中学生でも異文化の相手の出身国によって異なる対応をする傾
向があることが示された。
Table2：項目分析
度数 平均値 標準偏差 歪度 尖度
性格要因
自己抑制 251 3.09 1.12 -0.05 -0.94
曖昧寛容 251 3.23 1.07 -0.24 -0.53
知的好奇心 250 3.45 1.07 -0.26 -0.63
洞察力 251 3.47 1.06 -0.29 -0.73
偏見無親切 250 3.05 1.01 -0.06 -0.18
自己自信 251 2.66 0.96  0.28  0.20
社交性 251 3.11 0.99 -0.03 -0.30
自律行動 251 2.60 0.99  0.30 -0.69
異文化接触経験
海外頻度 248 1.42 0.77  2.57  8.15
海外の印象  76 4.09 1.11 -1.27  0.90
外国関心 247 2.74 1.16 -0.10 -1.00
在日外国人知人 247 2.53 0.89  1.01  0.45
外国人印象 247 3.31 0.93 -0.29  0.02
異文化・外国語学習
異文化学習経験 251 3.43 0.99 -0.90 -0.03
英語関心 249 3.24 1.07 -0.42 -0.41
外語関心 249 2.76 1.12  0.04 -0.81
外語能力 250 2.59 1.02  0.04 -0.89
外国人との関係意識
アメリカ人 250 3.88 0.97 -0.94  0.84
中国人 250 3.55 1.17 -0.57 -0.43
イラン人 251 2.92 1.22  0.14 -0.76
境界意識 251 2.77 1.13  0.06 -0.75
外国人増加 251 3.40 1.04 -0.25 -0.46
異文化受容態度
態度1：転入生 251 3.52 0.96 -0.46  0.02
態度2：掃除 251 3.03 1.20 -0.05 -1.16
態度3：ゴミ分別 251 3.01 1.20  0.33 -0.98
態度4：親依存 251 2.82 1.28  0.24 -0.86
態度5：授業中 251 3.01 1.17  0.14 -1.03
態度61：日本語米 249 3.49 1.10 -0.38 -0.61
態度62：日本語中 249 3.18 1.09 -0.02 -0.67
態度63：日本語イ 247 3.09 1.06  0.00 -0.44
価値観・アイデン
ティティー
多様性評価 250 3.05 1.10  0.10 -0.83
日本文化 249 3.46 0.96 -0.06 -0.13
日本人意識 249 3.37 1.20 -0.30 -0.82
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　但し、アメリカ人、中国人、イラン人それぞれの国の人と日本人との一般
的な関係においては、被験者内分散分析の結果、相手の国によってさらに有
意な差が認められ（F（2,496）=84.89, p<.001）、多重比較の結果、アメリカ人＞
中国人＞イラン人の順に、いずれも有意な差が認められた（p<.05）。このよ
うに一般論ではより異なった対応をするべきとの認識があるものの、外国人
個人との対応関係においてはそれほど大きな違いが表れないと考えられる。
　その他、今回の中学生データの特徴として、安達（2006）で調査したもの
と同一の項目の平均値（添付資料 Table5に示す）と比較すると、「自己自信」
がやや低く、「外国に対する関心」も低く、「多様な外国語に対する関心」が
やや低いという傾向があった。この理由としては、安達（2006）の対象者に
は、大学生が最も多かったが、今回は中学生であるため、精神的発達段階に
あり、社会や自己に対する意識が変化する過渡期と考えられ、自己に対する
自信や外国に対する関心はまだ比較的低い段階にあるのではないかと考えら
れる。また「多様な外国語に対する関心」については、大学生では多くが第2
外国語を学んでいる一方、中学生は英語を学び始めた時期であり、他の外国
語にまで関心を持つ機会があまりないためと推測される。一方、「異文化学
習経験」は高かったが、これは、総合的な学習の時間の創設により、対象校
では多様な国際理解教育を実施している＊7ためと考えられた。また海外頻度
はフロアー効果、海外の印象は天井効果がみられたことから、対象の中学生
は、海外の滞在経験は少なく、その一方で、海外に行ったことのある者の外
国の印象は大変良いということが明らかになった。
6-2　因子分析・信頼性分析
　態度6-1、6-2、6-3に関しては、それぞれ相手の外国人が異なるものの、同
じ内容について尋ねていることからこれを合算して平均値を算出した上で態
度の全6項目に対して探索的因子分析（主因子法）を行った。その結果、固
有値の変化や累積寄与率、さらに解釈可能性からも判断し1因子を抽出した
（Table3参照）。これには、態度1「転入生との付き合い」、態度3「ゴミ分別
268 269
を守らない」、態度6「日本語を話さない」の各項目が高い負荷量を示してい
ることから、異文化の相手をそのまま受け入れようとする態度と考えられ、
「異文化受容態度」と名づけた。
　異文化受容態度の下位尺度に相当する6項目から、内的整合性を検討する
ためα係数を算出したところ、Alpha=.75とやや低いものの大よそ満足な値
が得られた。なお、1因子のみが抽出され、また各項目の因子負荷量には差が
あるため、小塩（2005, p.70）に従い、因子構造情報をそのまま用いて因子得
点を算出し異文化受容態度尺度とした。
6-3　異文化受容態度に対する各変数の関係
　異文化受容態度と各変数の関係を調べるため、異文化受容態度尺度と以下
の各項目との相関係数を項目ごとに算出した＊8。正規分布をしていない海外
頻度と海外印象を除き、①性格変数8項目、②異文化や外国との接触の経験3
項目、③異文化や外国語学習に関する4項目、④外国人との関係意識5項目、
⑤価値観・アイデンティティーに関する3項目の計23変数との異文化受容態
度尺度との相互相関の結果が Table4の通りである。度数が高いことから、相
関係数が低くても有意となる項目も多いため、相関係数が0.3以上のもののみ
太字で示した。異文化受容態度と関係があると考えられた項目は「偏見のな
い親切心」、「外国文化についての関心」、「外国人の印象」、「英語への関心」、
Table3：異文化受容態度項目の因子分析結果
Ⅰ 共通性
態度1：転入生との付き合い .68 .47
態度3：ゴミ分別を守らない .67 .45
態度6：日本語を話さない .62 .38
態度2：掃除をさぼる外国人 .60 .36
態度5：授業中に話しかける .53 .28
態度4：親に甘えすぎ批判 .43 .18
因子寄与 2.12
寄与率 35.42
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「多様な外国語への関心」「アメリカ人」、「中国人」、「イラン人」、「外国人増
加」、「多様性評価」であった。
7　考察
7-1　中学生の異文化受容態度について
　調査該当者は一地域の学校であり、結果には偏りがある可能性があること
を踏まえた上で、地域特性も含めて中学生の異文化意識の一事例として考察
する。まず、安達（2006）＊9（Table5参照）と比べると、中学生の異文化受容
態度は、概してやや値が低い傾向があり、また国別の調査項目では相手の外
国人の出身国によって差がみられたように、どのような異文化の人に対して
も積極的な受け入れ態度があるとは言えないと考えられた。またこの受容態
度は、一つの因子で構成されており、それは異文化の相手の行動をそのまま
受け入れる姿勢であると考えられた。これらの結果から、2節で示した異文化
受容態度の枠組みを基に考察すると、対象校の中学生の態度には、異なる文
化の人々の存在を認めつつも、関係をもつことには強い積極性はそれほど見
られないため、傍観者的要素が大きいと考えられる。
　一方、安達（2006）では2つの因子で構成されていたが、これは大人の場
合は、外国人増加により引き起こされる様々な社会的問題を見聞きすること
も多いため、受け入れについて多面的に考察するようになるためと推察され
Table4：異文化受容態度と影響変数の相互相関
自己
抑制
曖昧
寛容
知的
好奇心
洞察力
偏見無
親切
自己
自信
社交性
自律
行動
外国
関心
異文化受容態度 .14* .09 .11 .09 .30*** -.09 .06 .02 .33***
在日
知人
外国人
印象
異文化
学習
英語
関心
外語
関心
外語
能力
アメリカ
人
中国人
イラン
人
異文化受容態度 .22*** .56*** .26*** .38*** .46*** .18** .46*** .38*** .36***
境界
意識
外国人
増加
多様性
評価
日本
文化
日本人
異文化受容態度 .17** .49*** .50*** -.07 -.01
*p<.05  **p<.01  ***p<.001
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る。安達（2006）でのインタビュー調査では、個人的な異文化接触がないと、
相手に対して十分理解をしないまま、表面的なイメージやメデイアからの情
報により相手を判断する傾向があった。今回の中学生は、海外頻度の値が低
かったので、直接的な異文化接触体験に乏しいと考えられ、間接的な情報に
基づく態度は、より一面的になりやすいと考えられる。
7-2　異文化受容態度の影響変数について
　性格変数については、安達（2008）同様今回も、異文化受容態度と関係が
あるものはほとんどなかった。唯一「偏見のない親切心」と異文化受容態度
の間には弱い相関が見られたことから、どんな相手にでも親切に対応しよう
とする人は、積極的な受け入れ姿勢があることが窺える。また考えているこ
と、思っていることを実際の行動に移せるかどうか尋ねる「自律行動」は、
異文化受容態度と相関がなかった。しかし、今回調査した異文化受容態度が
認識レベルのものなのか、実際の行動にもつながるかどうかについては明確
ではない。
　さらに、今回も「外国文化についての関心」や「外国人の印象」、「英語へ
の関心」、「多様な外国語への関心」などの値が高いと、外国人に対する受け
入れ態度も高いという結果となった。また特に外国人の印象と異文化受容態
度の相関は特に高かったことから、出会ったことのある外国人か、もしくは
現在抱いている外国人のイメージと異文化受容態度は強い関係があることが
明確になった。これは安達（2006）の結果とも一致し、ある程度一貫した関
係があると認められた。この地域には在住外国人は多くなく、中学生の海外
滞在経験は少なかったことも考慮すると、対象の中学生の「外国人の印象」
には、学校に在籍している外国人生徒や ALT の印象、テレビで見る外国人
のイメージが与える影響が大きいと推測される。
　また、異文化受容態度と「アメリカ人」、「中国人」、「イラン人」との相関
も高く、「中国人」・「イラン人」に比べると「アメリカ人」との相関が最も高
かった。これにより、アメリカ人と仲良くすべきだと思う意識が高いと異文
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化受容態度も高くなると考えられた。これは、中学校で出会う外国人は欧米
系の ALT が中心であり、初めて触れる英語という外国語の学習体験や ALT
との接触が、異文化の人々に対する積極的な姿勢に恐らく関係しているのだ
ろう。また異文化受容態度と「外国人増加」、「多様性評価」はいずれも高い
相関があった。このことから、外国人増加の社会的必要性を認識しているこ
とと、異文化受容態度は関係が深いことが示された。また、この「多様性評
価」は、自分とは異なる価値観をもった相手との関係を尋ねたものであるこ
とから、異文化受容態度は、外国人と限らず、自分とは異なる相手を尊重・
理解しようとする気持ちと強い結びつきがあると考えられる。
8　総括、今後の展望
　今回の研究において、中学生の異文化受容態度の値は、安達（2006）と比
べて低い傾向があり、これには、傍観者的要素があるためと考えられた。ま
た、外国人の印象や多様性評価は、筆者の先行研究と同様、異文化受容態度
と特に高い相関があり、関係があることが明確になった。今後これらの影響
要因と異文化受容態度との総合的な因果関係について明らかにする予定であ
る。この外国人の印象は、接触した印象、もしくは接触がない場合は現在維
持している外国人に対するイメージと考えられるため、中学校においては、
多様な外国人との接触の機会を持つ、異文化間交流プログラムが必要と言え
るだろう。同様に多様性評価とは、多様な価値観をもつ相手との関係性であ
ることから、外国人に限らず、中学生が日常会うことの少ない様々な人々、
例えば総合的な学習の時間などで、戦争体験者、身体的にハンディを持つ人、
多様な分野で活躍する人など、異なる背景をもつ個人と接する機会をもつこ
とも重要と考えられる。
　特にアメリカ人との関係性についての意識が、異文化受容態度に関係して
いることは、学校での ALT との接触に関わりがあることが示唆されたもの
の、それと比べると欧米系以外の外国人に対する関係性は低かった。これは、
欧米系以外の外国人との接触の機会が対象の中学生にはそれほど多くないこ
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とが一因として考えられることから、多様な外国人との接触も重要になると
考えられる。
　また、中学生は、精神的な発達段階にあることから、この時期に抱く外国
人の印象や多様性評価についての認識は、変容しやすいと考えられる。安達
（2008）で検討したように、異文化の人々に抱く印象やイメージは、特に直接
的な接触がない場合、身の回りの人や社会からの影響を受けやすく、また偏
見や否定的イメージも固定化していなければ、肯定的な接触によって変化す
ると考えられる。外国人の印象や多様性評価については、どの程度身の回り
の人やメディアから影響を受けるのか、今後、解明していくことも必要であ
ろう。
　従来集団主義文化と言われてきた日本も、社会が経済至上主義・効率主義
に傾倒すると供に、個人主義・競争主義が拡大しつつある。その一方で KY
（空気読めない）という言葉が若者達の間で流行ったように、異なる考えを
持つ個人に対し、同質性を前提とした同化強制意識や異者排除意識は未だに
根強く存在していると考えられる。少子化、高齢化が進む日本では、今後、
益々多くの外国人を受け入れざるを得ず、多文化・多民族化は猶予なく進ん
でいくだろう。その一方、労働現場では外国人と日本人との間に格差も生ま
れつつあり（朝日新聞、2008）、主に経済的な都合だけでこれからも外国人を
受け入れれば、日本人と異文化の人々との溝は深まり、社会における両者の
分断も懸念される。
　国内における異文化間コミュニケーションでは、現実的には欧米系外国人
と英語で話すのではなく、アジア系外国人と日本語で話す機会が多くなると
考えられる。異なる文化的背景を担う人々との交流やコミュニティへの受け
入れや共生のあり方を模索することは、自らの価値観や考え方を振り返る機
会となり、それにより自己の在り方も相対化できよう。異文化間コミュニ
ケーション能力は、以前は留学、海外での仕事をする人にのみ必要とされて
いた。しかし、日本国内の一般的な人々にとっても、身近なごみ出しなどの問
題を初めとして、どのように異文化の人と向かい合っていくのかという現実
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は着々と差し迫っている。異文化の人々と接触する機会が増えつつある今、
学校教育において、自己の所属する文化規範を客観的に見つめ、社会におい
て異なる「モノ」の受け入れではなく、「人」との関わり合いを考えることが
ますます求められるだろう。
（注）
1 もっとも必ずしも科学的、実証的手段のみで判断することが有益とは断定できないと
考える。
2 箕浦（1991, pp.223-225）ではアメリカ在住の日本人調査対象者を次の5タイプで分類
し、アメリカ同化深度として実証的調査を行っている。
 Ⅰ日本人とアメリカ人の対人関係の持ち方が違うという認知がない場合
 Ⅱ アメリカ人日本人との行動は異なるという認知はあるが、アメリカ人のようには振
舞えないか、振舞おうとしないタイプ
 Ⅲ認知・行動面はアメリカ的だが、感情の動きは日本的であるタイプ
 Ⅳ認知・行動面はアメリカ的だが、心情面はどちらなのか未分化なタイプ
 Ⅴ認知・行動・感情すべての面でアメリカ的なタイプ
 箕浦（1991）の調査対象は異文化適応であるが、対象を日本人としていること、また
アメリカ同化深度とその影響要因の関係について実証的な分析結果が得られているこ
とから、これを参考にしている。但し、日本人の異文化受容においてはⅤのタイプは
ありえないため、修正した。
3 調査対象校は、名古屋市の近郊のベッドタウンとして位置する都市であり、全国でも
有数の人口増加率の高い都市である。但し、市広報（2008年3月号）によると、2007年
12月末現在総人口78,883人に対し、外国人登録者数は1,178人で割合は1.5％である。し
たがって本調査の対象都市は、全国平均と比べ外国人人口割合はやや少ないと言える。
4 回答項目は順序尺度となるため、厳密には多変量分析を行うことはできないが、箕浦
（1991）では、このような尺度に基づいてインタビューデータを研究者が分類したもの
で分析をしており、その結果が広く認められていることから、同様な尺度を使うこと
には、大きな問題がないだろうと判断した。さらに本研究では、安達（2006）同様、
異文化受容態度項目を直接分析するのではなく、因子分析の結果抽出された因子得点
を下位尺度としており、加えて因子得点を構成している項目について信頼性分析も行
い、内的整合性は確認している。
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5 JavaScript-STAR は、被験者内分散分析にのみ使用した。これは、インターネット上の
フリーウェアの統計分析ソフトでオリジナルは田中敏先生の提供によるもので、以下
のサイトから利用できる（2009年8月現在）。http://www.kisnet.or.jp/nappa/software/
star/index.htm
6 この3カ国を対象とした理由は、世界を文化的に大きく分けたアジア、西洋、イスラム
の3文化圏のうち、日本で比較的よく知られており、国内の在住者数も多いことから選
んだ。なお、国別の態度調査はステレオタイプを形成する危険性が全くないとはいえ
ないが、敢えてホスト社会に潜む差別的な意識をあぶり出すことで課題を浮上させよ
うとする戦略的意図により設問を設けている。
7 調査対象校では、総合的な学習の一環として、遠足は多文化や多民族を学ぶ博物館へ
行っており、また2006年度は外国人留学生との交流会を開き、その前後に留学生の出
身国の調べ学習等も実施していた。
8 今回は影響要因側は、項目毎に、異文化受容態度下位尺度との相関係数を算出したが、
これは、その後の分析で、影響がないと見られた変数を取り除いた上で要因を設定す
るという目的のためである。なお、本研究で影響があると認められた独立変数のみを
集約した要因と、異文化受容態度下位尺度との因果関係を表すモデルは、別稿で提示
予定である。
9 安達（2006）の調査対象者は、小学生91人、大学生138人、成人31人、高年38人、老年
18人となっている。
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添付資料
1、Table5：安達（2006）での項目分析結果
2、アンケート質問文抜粋
1、 あなたにあてはまる年代、性別、国籍に○をしてください。
2、 あなたの性格にあてはまるところに1ヶ所だけ○をしてください。
（1） 自分が好まない話題や、話したくない相手には、自分を抑えて聞くことはつらい。
（2） 相手の考え方がわかりづらい時でもイライラしないで、落ち着いて話し合える。
（3） 新しい物事に対して、好奇心を持って知識を得るのは苦手である。
（4） 相手が言おうとすることや、思っていることを状況から察することは難しい。
平均値 標準偏差
洞察力 3.54 0.98
自己抑制 2.69 1.14
曖昧さの寛容 3.21 1.09
知的好奇心 3.56 1.15
社交性 3.10 1.30
偏見無親切 3.24 1.03
自己自信 3.07 1.08
海外頻度 1.64 1.09
海外の印象 4.58 0.67
外国関心 3.67 1.11
在日外国人知人 2.63 1.01
外国人印象 3.55 1.12
異文化学習経験 2.73 1.17
英語関心 3.55 1.13
外語関心 3.19 1.15
外語能力 2.53 1.08
境界意識 3.27 1.20
態度1：転入者 3.90 0.97
態度2：外国人増加 3.61 1.00
態度3：掃除 3.45 1.20
態度4：町起こし 3.12 1.21
態度5：親依存 3.58 1.17
態度61：日本語米 3.42 1.22
態度62：日本語中 3.33 1.20
態度63：日本語イ 3.26 1.13
態度71：ゴミ分別米 3.21 1.11
態度72：ゴミ分別中 3.18 1.11
態度73：ゴミ分別イ 3.15 1.12
日本文化 2.89 0.71
日本人意識 2.45 1.10
多様性評価 3.39 0.85
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（5） “変わっている”とうわさされている人でも、困っていたら力になれる。
（6） 新しい仕事をやり遂げるなどの能力について、自分には自信がある。
（7） いろんな人に積極的に話しかけ、友達も作りやすい方である。
（8） 考えていること、思っていることを実際の行動には移しにくい。
3、 あなたが今まで異文化や外国人と接触してきた環境についてたずねます。最も近いと思
う番号のどれか一つだけに○をしてください。
（1） 今までに海外へは大体どのくらい行ったことがありますか。
（2） 海外へ行ったことのある人のみ答えてください。その時の外国の人々やその国の印象
は？
（3） テレビや新聞、本などで、外国の生活文化を紹介するものや外国のニュースなどを見
たり読んだりますか。
（4） 日本国内に外国人の知り合いの人はいますか。
（5） 今までに、外国で会った、または、日本に住む外国人一般に対して、話す時、どんな
印象を持ちましたか？（接したことがなくても現在お持ちのイメージで結構です）
4、 あなたが外国語や外国について学んできた環境について尋ねます。最も近いと思う番号
のどれか一つだけに○をしてください。
（1） あなたは、今までに、いろいろな外国についての文化や生活習慣について学んだこと
がありますか。
（2） あなたは、英語についてはどのくらい関心がありますか。
（3） あなたは、ポルトガル語、中国語、韓国語、スペイン語など、日本に多くいる外国人
の話す言語についてはどのくらい関心がありますか
（4） あなたは、英語などの外国語を話したり、聞いたりすることは得意な方だと思います
か。
5、 日本にいる外国人との関係について、5つの印のうちあなたの考えにあてはまるところ
1ヶ所だけに○をして下さい。
（1） あなたは、以下のそれぞれの外国人と日本人はどれくらい仲良くすべきだと思います
か。それぞれの国ごとに、以下の5つの考えから最も近いと思う数字のところに、○を
して下さい。
（1）-1　アメリカ人
（1）-2　中国人
（1）-3　イラン人
（2） さまざまな外国人が日本に増えることにより、将来日本文化や言語はどうなると考え
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ますか。
（3） 日本に滞在する外国人の数が増えていることについてどう思いますか。
6、 あなたの外国人との付き合い方について尋ねます。あなたの考えに最も近いと思う番号
1つだけに○をしてください。
（1） あなたのクラスに外国人が入ってきて、あなたに「ワカラナイ、オオイネ。オシエテ
クダサイ。」と言いました。どのようなつきあいを望みますか。
（2） あなたのクラスでは、放課後、決められた班の人で、学校のいろいろな場所の清掃を
することになっています。ところが、あなたの班の外国人の級友は時々さぼって帰っ
てしまうので、班の人達の中には、その級友の悪口を言う人もいます。あなたはどう
思いますか。
（3） あなたの近所の外国人は、あなたの町で決められたゴミの分別方法を教えたはずなの
に守りません。これについてどう思いますか。
（4）あなたは、友だちになった外国人に、「日本の子は親に甘えすぎている。」と言われて
しまいました。これについてどう思いますか。
（5）あなたの席の近くの外国人の級友は、授業中なのにあなたに時々話しかけたりしてき
ます。これについてどう思いますか。
（6）-1　 あなたのクラスのアメリカ人は日本に住んで半年以上になるのに、日本語をあまり
うまく話せません。これについてどう思いますか。
（6）-2　下線部中国人以外同上
（6）-3　下線部イラン人以外同上
7、 あなたの考え方や価値観について尋ねます。5つの印のうち、あなたの考えにあてはま
るところ1ヶ所だけに○をしてください。
（1）日本文化について、どう思いますか。
（2）あなたは、自分が日本人だということをどれくらい強く意識していますか。
（3）しゅ味、服そう、話し方などが自分とちがう転校生と、隣りの席になった時、どうし
ますか。
